平成29年  月  日
みずほ情報総研株式会社
サプライチェーン排出算定事務局　宛
Science Based Targets（SBT）策定・サプライチェーン排出量の
算定応募申請書
SBT策定・サプライチェーン排出量の算定について、募集要綱の応募条件に同意の上、下記のとおり応募します。
	（１）申請者

	応募企業名
	
	印


	部署名、役職、氏名
	
	


	（２）連絡担当者  （2名までご記入いただけます）

	
	担当者<1>
	担当者<2>

	部署名等
	
	

	役職等
	
	

	ふりがな
氏名
	
	

	
	
	

	e-mail アドレス
	
	

	電話番号
	
	

	住所
	〒

	〒



	（３）希望支援（希望するものに○）

	①SBT策定
	
	→応募申請書（１）～（３）、（５）～（１０）をご記入ください。

	②サプライチェーン排出量の算定
	
	→応募申請書（１）～（１０）をご記入ください。


	（４）サプライチェーン排出量算定に対する考え

	算定を行う目的
	【サプライチェーン排出量の算定を行う目的をご記入ください】


	（現時点で想定している）
算定結果の活用等の方法
	【算定結果の活用・情報公開の方法について、現時点での想定で構いませんので、ご記入ください】


	（期待する）
算定のメリット
	【期待する算定のメリットについて、ご記入ください】


	算定体制
	【想定しているデータ収集先と算定実務者をご記入ください】


	サプライチェーン排出量の
削減取組
	【サプライチェーン排出量の削減取組（今後の予定を含む）をご記入ください。定性的な取組でも構いません】


	サプライチェーン排出量算定の課題
	【既に一部のサプライチェーン排出量の算定を実施しており、何らかの課題意識がある場合は、ご記入ください】



	（５）算定対象とする組織範囲

	算定対象とする組織範囲
（グループ会社を含むか）
	【算定対象にグループ会社を含むかお選びください】

	
	グループ会社を
含む
	グループ会社を
含まない

	（グループ会社を含む場合）
算定対象とする組織範囲の考え方
	【算定対象とする組織範囲の考え方をお選びください】

	
	財務諸表の連結対象
	環境マネジメントの対象
	その他


	（６）スコープ１、２の算定状況

	スコープ１
	【現在の算定状況と組織範囲をご記入ください】


	スコープ２
	【現在の算定状況と組織範囲をご記入ください】


	（７）スコープ３の算定状況 ※各カテゴリに該当しうる活動を算定している場合は、以下の欄にご記述ください。

	カテゴリ
	現在の算定状況と組織範囲

	1
	購入した物品・サービス
	

	2
	資本財
	

	3
	Scope1,2以外の
エネルギー関連活動
	

	4
	上流の輸送・流通
	

	5
	廃棄物
	

	6
	出張
	

	7
	通勤
	

	8
	上流のリース資産
	

	9
	下流の輸送・流通
	

	10
	販売した製品の加工
	

	11
	販売した製品の使用
	

	12
	販売した製品の廃棄
	

	13
	下流のリース資産
	

	14
	フランチャイズ
	

	15
	投資
	

	その他
	


	（８）削減目標の設定状況

	削減目標の設定
（該当している方に○）
	設定している
	設定してない

	（設定している場合）
削減目標
	【設定している削減目標をご記入ください】



	（９）SBTの状況

	SBT設定の
コミット状況
	【SBTを設定することにコミットしているかをお選びください】

	
	コミットしている
	コミットしていない

	（コミットしていない場合）
SBTコミットの意思
	【SBTコミットに向けた状況をお選びください】

	
	コミットを目指している
	SBT策定支援を受けて
コミットするか考えたい
	コミットするつもりはない


	（１０）その他

	支援してほしい内容
	


以　上
平成29年●●月XX日
みずほ情報総研株式会社
サプライチェーン排出算定事務局　宛
Science Based Targets（SBT）策定・サプライチェーン排出量の
算定応募申請書＜記入例＞
SBT策定・サプライチェーン排出量の算定について、募集要綱の応募条件に同意の上、下記のとおり応募します。

	（１）申請者

	応募企業名
	
	印


	部署名、役職、氏名
	
	


	（２）連絡担当者  （2名までご記入いただけます）

	
	担当者<1>
	担当者<2>

	部署名等
	
	

	役職等
	
	

	ふりがな
氏名
	
	

	
	
	

	e-mail アドレス
	
	

	電話番号
	
	

	住所
	〒

	〒



	（３）希望支援（希望するものに○）

	①SBT策定
	

	→応募申請書（１）～（３）、（５）～（１０）をご記入ください。

	②サプライチェーン排出量の算定
	

	→応募申請書（１）～（１０）をご記入ください。


	（４）サプライチェーン排出量算定に対する考え

	算定を行う目的
	【サプライチェーン排出量の算定を行う目的をご記入ください】
＜例＞
近年、CDPや日経「環境経営度」調査など、サプライチェーンでの排出量に関する外部からの質問が増加してきている。それらの質問に回答するために算定を実施したい。

	（現時点で想定している）
算定結果の活用等の方法
	【算定結果の活用・情報公開の方法について、現時点での想定で構いませんので、ご記入ください】
＜例＞
CDPや日経環境経営度調査などの外部からの企業評価に対する回答や、ホームページ等で算定結果を公開して自社の環境活動をPRすることに使用したい。

	（期待する）
算定のメリット
	【期待する算定のメリットについて、ご記入ください】
＜例＞
削減ポテンシャルの明確化が期待される。

	算定体制
	【想定しているデータ収集先と算定実務者をご記入ください】
＜例＞
社内の関連部署よりデータを収集し、環境部が算定。
具体的には、調達部より原材料関連データ、経理部より設備投資額・出張旅費総額・通勤費総額、物流部より物流データを収集。

	サプライチェーン排出量の
削減取組
	【サプライチェーン排出量の削減取組（今後の予定を含む）をご記入ください。定性的な取組でも構いません】
＜例＞
CO2排出量を調達基準に含めており、サプライヤーでの排出量削減を促している。また、製品の省エネを進め、CO2排出量削減の取組を実施している。

	サプライチェーン排出量算定の課題
	【既に一部のサプライチェーン排出量の算定を実施しており、何らかの課題意識がある場合は、ご記入ください】
＜例＞
各種の削減活動をサプライチェーン排出量の中で評価するのは難しい。


	（５）算定対象とする組織範囲

	算定対象とする組織範囲
（グループ会社を含むか）
	【算定対象にグループ会社を含むかお選びください】

	
	グループ会社を
含む
	グループ会社を
含まない

	（グループ会社を含む場合）
算定対象とする組織範囲の考え方
	【算定対象とする組織範囲の考え方をお選びください】

	
	財務諸表の連結対象
	環境マネジメントの対象
	その他


	（６）スコープ１、２の算定状況

	スコープ１
	【現在の算定状況と組織範囲をご記入ください】
本社のみ温対法の定期報告において把握済

	スコープ２
	【現在の算定状況と組織範囲をご記入ください】
本社のみ温対法の定期報告において把握済


	（７）スコープ３の算定状況 ※各カテゴリに該当しうる活動を算定している場合は、以下の欄にご記述ください。

	カテゴリ
	現在の算定状況と組織範囲

	1
	購入した物品・サービス
	一部の製品においてLCAを実施しており、製品製造までに生じる排出量を把握済

	2
	資本財
	未算定

	3
	Scope1,2以外の
エネルギー関連活動
	本社のみ算定済

	4
	上流の輸送・流通
	国内グループ会社について算定済み

	5
	廃棄物
	国内・海外グループ会社について算定済

	6
	出張
	未算定

	7
	通勤
	未算定

	8
	上流のリース資産
	該当なし

	9
	下流の輸送・流通
	未算定

	10
	販売した製品の加工
	該当なし

	11
	販売した製品の使用
	一部の製品においてLCAを実施しており、製品使用段階の排出量を把握済

	12
	販売した製品の廃棄
	一部の製品においてLCAを実施しており、製品廃棄段階の排出量を把握済

	13
	下流のリース資産
	該当なし

	14
	フランチャイズ
	該当なし

	15
	投資
	未算定

	その他
	未算定


	（８）削減目標の設定状況

	削減目標の設定
（該当している方に○）
	設定している
	設定してない

	（設定している場合）
削減目標
	【設定している削減目標をご記入ください】
＜例＞
2050年までに、スコープ１、２排出量を、2010年比で50%削減


	（９）SBTの状況

	SBT設定の
コミット状況
	【SBTを設定することにコミットしているかをお選びください】

	
	コミットしている
	コミットしていない

	（コミットしていない場合）
SBTコミットの意思
	【SBTコミットに向けた状況をお選びください】

	
	コミットを目指している
	SBT策定支援を受けて
コミットするか考えたい
	コミットするつもりはない


	（１０）その他

	支援してほしい内容
	＜例＞
自社の削減目標がSBT水準に合致しているのか
現在の排出量から考えられる、SBT水準での排出量の目標値


以　上
（別紙　3）





（別紙　3）





社印、決裁権限者の印などの公的な印鑑をご使用ください。





両支援ともに申請することも可能です。








